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第２回特別職報酬等審議会会議要旨（要約） 

 

１ 日 時  平成２７年１１月９日（月）午後３時００分～午後４時２０分 

２ 場 所  さぬき市役所３階３０３会議室 

３ 出席者  [委 員]名越委員、奈良委員、大森委員、谷口委員、山坂委員、佐

藤委員、金本委員、白川委員 

       [事務局]穴吹総務部長、向井総務課長、池田副主幹、蔵野主任主事 

       [関係課]十河議会事務局長、名倉議事課長 

       [傍聴者]１名 

４ 会議次第 

 １ 会長あいさつ 

 ２ 議事 

  (1) 議員報酬の額について 

  (2) その他 

 ３ その他 

  

５ 配付資料 

 ・さぬき市部門別職員数の類似団体との比較 

 ・市町村財政比較分析表（普通会計決算） 

 ・市町村経常経費分析表（普通会計決算） 
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６ 会議の内容は次のとおりである。 

発言者 意見概要 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

本日は、御多忙のところお集まりいただきまして、誠にありがとうござ

います。ただいまから第２回さぬき市特別職報酬等審議会を開会します。 

議事進行は名越会長にお願いします。よろしくお願いします。 

 

本日は、全員の委員さんが出席されておりますので、会議として成立す

ることをご報告申し上げ、進行をさせていただきます。 

 

ここで、審議に入るに当たり、委員の皆さんに改めて、確認とお願いを

申し上げます。 

前回の審議会において、決定しましたとおり、さぬき市附属機関等の会

議の公開基準により、本審議会は、「公開」としております。 

したがいまして、この場での御発言も含めて、審議の内容は公開されま

すが、それぞれのお立場から忌憚のない御意見をいただきたいと思いま

す。 

そのためにも、活発な審議となりますよう、また自由な発言の場となり

ますよう議事の進行に努めてまいりますので、何とぞ御協力をお願いし

ます。 

 

それでは、議事（１）「議員報酬の額」について審議したいと思いますが、

まず、前回の審議内容について再確認をいたします。前回は、市長、副

市長及び新教育長の給料の額について御審議いただきました。３役の給

料については、人口減少や地方交付税の段階的縮小により財政状況が今

後ますます厳しくなるため、現状維持とし、財政状況等を鑑み、自らの

判断で減額措置を実施していただくことが適当ではないかということに

なりました。 

また、新教育長については、教育委員長と教育長を兼ねるため、職責は

大きくなりますが、現状維持が妥当ではないかという意見が多く聞かれ

ました。 

それでは、本日は、議員報酬の額について、御審議いただきます。 

 

最初に、前回配布された資料に、追加された資料がありましたので、そ

の内容について、事務局から説明をお願いします。 

 

〈配布資料に基づき、さぬき市部門別職員数の類似団体との比較結果、
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会長 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

市町村財政比較分析表（財政構造の弾力性、定員管理の状況等）、市長村

経常経費分析表（人件費、公債費等）の説明〉 

 

先ほどの資料につきまして、何か御質問等はございませんか。 

それでは、議員報酬の額について、委員の皆様から御意見をお伺いした

いと思います。 

 

３役はみなさん自主的減額を行っていますが、議員の方の自主的な減額

はないのでしょうか。 

 

これまでに、減額を行ったことはありません。 

 

議会で決めることなので、市長が指示することはないと思いますが、類

似団体と比べても決して低い報酬額ではないと思うので、自主的な減額

があってもいいと思います。検討をした結果、減額はしないとしている

のか、検討をしていないのか、どちらでしょうか。 

 

平成２５年度の報酬審議会で答申をいただき、あらゆる角度から議論を

しました。選挙前だったこともあり、議員定数の話は出ましたが、報酬

カットに関する意見は出ませんでした。 

隣の市で３か月程度の期間、一部カットを実施したという話は聞きまし

たが、さぬき市でもカットしてはどうかという議論には至りませんでし

た。 

 

前回の会で、政務活動費について話題になり、議員さんから実績報告が

あるとお聞きしましたが、領収書は１円から提出してもらうのでしょう

か。 

 

１円から提出していただいております。 

手続は必要ですが、領収書の写しを見ようと思えば見ることもできます。 

 

議員数のカットはある予定でしょうか。このままでしょうか。 

 

常日頃、議員さんは敏感に感じられていると思います。こういう機会で

答申をいただいたときは、報酬だけでなく、議員定数の話にもなります。

他市でも定数を減らしたということも聞きます。このようなことを踏ま
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

えて、協議をしていくようになります。 

 

市議会の開催状況について、全員協議会の開催日数が、平成２４年に０

回、２５年０回、２６年１回とありますが、さぬき市が極端に少ないと

感じます。これは何を表していますか。 

 

全員協議会の位置づけはルールで決まっておりまして、公務災害の対象

となるものです。さぬき市は、オフィシャルではなく、重要な案件等に

関し全員の議員さんが寄って協議する、全員協議会に代わる公に出てこ

ない会議もあります。 

全員協議会としてカウントしている平成２６年の１回については、答申

に対してどういった対応をするかを協議したものです。 

 

今日は、報酬に関して審議することとなっていますが、議員の定数のこ

とまで答申に含めてもいいのでしょうか。 

 

諮問事項ではありませんが、前回の答申の時にも、要望事項ということ

で附帯意見を書き加えていたように思います。 

 

定数と議員報酬の話ですが、定数が少なければ報酬はこのままでいいと

思いますが、定数がこのままなのであれば、報酬を少し下げる方向に考

えていただければと思います。今後、税収等も見込めず、財政的に厳し

いと思いますので考えていただきたいです。 

 

今の御意見は、議員定数を減らすのであれば報酬はこのままでいいが、

このままの人数なのであれば、報酬を少し下げることを考えてもいいの

ではないかというものでした。人口や財政規模が良く似ている自治体で

も、議員報酬が少ないところがありますね。 

 

香川県は全体的に高いですね。類似団体と比較すれば、低いところもた

くさんありますが、香川県全体でみると、東かがわ市に次いで２番目に

低いですね。香川県全体が高止まりしている感じを受けます。 

 

市民感情として、実稼働日数と年俸とをみると、どうしても高いという

認識になってしまいます。議員さんがそれなりに一生懸命に動いてくれ

ていると妥当な金額だと理解しますが、議員さんになる前と後で行動や
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

態度をみると納得できないこともあるし、日額で考えると高いと感じる

のが本音だろうと思います。 

 

選挙で選ばれるので、４年間の成果、どういう形で議員さんが実績を残

されたかについては、市民として関心をお持ちだと思います。実稼働し

た日数で割り算すれば、日当が高いと思ってしまいます。市民はそうい

う物差しでみてしまいますね。 

 

稼働日数の割に報酬が高く、日当にしたらいくらになるのかと思います。

日当で支給していただくのが一番いいのではないですか。 

 

平成１４年から１５年の間に、報酬額が上がっているのは、何かあった

のでしょうか。 

 

合併時点では議員数は６６名でした。特例で、旧町の方がそのまま市議

会議員の立場を維持されました。その時に暫定的に決めていましたが、

平成１５年に議員定数を大幅に削減して２６名となった時点で、類似団

体や県内の団体と比較して額を改めました。 

 

合併後の定数削減をされてきた経緯について教えてください。 

 

さぬき市の規模では上限３０名以内という規定がありましたが、地方自

治法の改正があり、地方公共団体に委ねるということになりました。具

体的にアクションを起こしたのは、行政改革推進委員会で減らしたらど

うかという話があり、平成１５年６月１日に２６人、平成２３年６月１

日に２２人、今年の６月１日から２１人となり、徐々に定数は減ってい

ます。 

 

人口減少のスピードの方が定数削減より速いですね。 

 

どういった根拠で２１名にしたのかが分かりにくいですね。本来何人が

必要なのかという出発ではなく、元の人数から少しずつ減らしたように

しか思えません。本来、さぬき市として何名であることが一番いいのか

が議論できてないのではないでしょうか。 

議員は、本会議に出席していくらというものではなく、１年を通してど

ういった議員活動をするのかが大事です。実際はいろいろあると思いま
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委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

すが、議員報酬だけで生活できるのが本来です。議員活動をしたいとい

う若い人にでてきてもらうためにも素地を作る必要があるので、単に安

くすればいいというものではないと思います。これだけ必要だという金

額の基本はあると思うので、そういう中で比較するべきだと思います。 

 

定数を減らすことは１つの大事な要素だと思います。もう１つは、自主

的に執行部と同じ額でカットしてもらうという提案ができないかと思い

ます。今の段階でいくら減らすかを決めるのは難しく、議会で決めるこ

となので我々に権限はないとは思いますが。 

 

全国的な類似団体と比較すれば高いと思いますが、県内の他市と比較す

れば相当高いものでもありませんし、根拠もなく大幅に下げることは難

しいです。定数の問題も検討してもらいたいというくらいしかできない

と思います。ただ、ここでもある程度の方向性は決めていくべきだと思

います。 

 

３役の方と、議員さんと、同様に考えるのは違う気がします。議員さん

が１年間でどれだけ稼働されているかという議論もありましたが、特に

市長さんは、土日祝日ほぼ毎日公務をされています。常勤なので平日は

もちろん出勤されており、新聞でも拝見しますが、休日にもほぼ行事が

入っており、３６５日近い勤務になっています。３役の方と同様に考え

るのはどうでしょうか。 

私は、額のカットよりも定数のカットに重きを置いた方がいいと思いま

す。議員さんは、一生懸命、市のため地元のために頑張っている方がほ

とんどですよね。２１名の議員さんそれぞれの思いは地元のためにとい

う方ばかりなので、額に踏み込むよりは、定数削減の方向がいいと思い

ます。 

 

こういう比較をしてはだめかもしれませんが、人口に応じた地区の議員

数は算出できると思います。地元出身の議員さんは０人のため、誰に頼

めばいいだろうと思うことがあります。「問題ありますか」と聞いていた

だいていますが、議員活動をしているというよりは、選挙活動をしてい

ると感じることしかありません。市民のためという目的で動いている方

は、あまりいないように感じてしまうこともあります。人数を減らすに

越したことはないと思います。 
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会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

減額をするか、そうでなければ人数を減らすかということですね。確か

に、議員さん１人を減らせば、少々の額を減額するよりは、はるかに削

減できると思います。 

 

実働日数よりも、実際に何をしているかを広報等に掲載して、もう少し

見える形で知らせていただきたいと思います。もっと実際の活動が見え

てきてこそ、額が高いかどうかという議論ができると思います。 

 

活動が目に見えないということですね。 

他に御意見はないですか。 

今までにいろいろ出された意見が皆さんの意見だと思います。額を上げ

ればいいという意見はありませんでした。いかに縮小していくかを考え

る中で、一つは定数を減らすこと、もう一つは、３役は激務をなさって

いるが、議員さんは３役ほどの実動はないので、そういった面も含めて

額を考えるべきだという意見でした。いくら下げればいいというのは、

さぬき市の現状を鑑みて、議員さん自らがこれでいいのかを真剣に考え

話し合って決めていただきたい。こういった内容を盛り込んだ答申を行

うということでよろしいでしょうか。 

答申の案を作成し、みなさんにお聞きして、直しながら作っていきたい

と思います。 

１２月の議会に諮るのでよろしかったですか。 

 

額の改定を行うという話にはならなかったので、議案を上程することに

はなりません。 

 

審議会の結論としては、定数削減が適わなければ現状維持という結論で

すか。削減という結論ではないのですか。 

 

具体的にいくらに減らすということは根拠がなく難しいという話で、自

主的な減額について話し合っていただくということだと理解しました。

答申を受けて、定数削減を行うのか、報酬の自主的減額を行うのかにつ

いて議会の中で議論をしていただきたい旨を投げかける答申になるかと

思います。１２月議会では、具体的な金額を示し、条例改定を行うこと

にはなりません。 

 

人数や金額よりは、どういう政治を行うかが肝心です。少子高齢化や地



-8- 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

方創生ということがありますので、どんどんいい政治を行っていただけ

るのなら、人数も金額も増やせばいいです。どういった政治を行えるか

にもう少しウェイトを置いていただければと思います。 

 

他に確認することはありませんか。 

審議会は本日をもって終了させていただき、答申案を事務局と相談しな

がら作成し、皆様に御確認いただきます。 

 

これまで御審議いただきました内容に基づきまして、会長と相談をしな

がら答申案を作成し、各委員さんに御確認いただいて加筆修正を行った

上で、市長へ答申する流れとなります。今後ともよろしくお願いします。 

 

最後に総務部長からお礼を申し上げます。 

 

特別職等の報酬に関し、慎重な御意見等をいただきまして、誠にありが

とうございました。前回の報酬審議会におきましても、据え置きの判断

であり、議員報酬に関しては、今回と同じような御意見も踏まえた答申

を行いました。その答申を受け、議会でも話し合った結果、１名の議員

定数削減を行った経緯がございます。今回も答申に関し、議会事務局に

も伝えてまいります。 

 

以上をもちまして、さぬき市特別職報酬等審議会を終了します。 

ありがとうございました。 

〈終了〉 

 

 


